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No. 300-306　ロシア皇帝戴冠式　Couronnement du Czar
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術館（The Museum of Modern Art, MoMA 以下、「MoMA」とす
る）のフィルム・ライブラリーがIECIへの加盟を検討していたという
事実である。
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No. 300-306　ロシア皇帝戴冠式　Couronnement du Czar
（2）イギリス 9作品 1897年
No. 488-496　英国女王即位60年祭　Fetes du jubilie de la 
reine D’angleterre
（3）ロシア 14作品 1897年
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マーク国立映画と声のアーカイブ」（Den Danske Stats Arkiv for 
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術館（The Museum of Modern Art, MoMA 以下、「MoMA」とす
る）のフィルム・ライブラリーがIECIへの加盟を検討していたという
事実である。
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マーク国立映画と声のアーカイブ」（Den Danske Stats Arkiv for 















































































































（Istituto Internazionale per la Cinematografia Educativa/The 
































































術館（The Museum of Modern Art, MoMA 以下、「MoMA」とす
る）のフィルム・ライブラリーがIECIへの加盟を検討していたという
事実である。
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シ ェ フ ス キ に 関 す る 3 9 分 の ド キ ュ メ ン タ リ ー “ B o l e s ł a w  















No. 300-306　ロシア皇帝戴冠式　Couronnement du Czar
（2）イギリス 9作品 1897年
No. 488-496　英国女王即位60年祭　Fetes du jubilie de la 
reine D’angleterre
（3）ロシア 14作品 1897年
No. 606-619　共和国大統領のロシア旅行　Voyage de 















































































マーク国立映画と声のアーカイブ」（Den Danske Stats Arkiv for 
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術館（The Museum of Modern Art, MoMA 以下、「MoMA」とす
る）のフィルム・ライブラリーがIECIへの加盟を検討していたという
事実である。
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